平成○○年度



第３学年　年間指導計画（例）


○○中学校
	学校の教育目標　１.自ら考え進んで行動する。　２.互いに理解し助け合う。　３.よく学び美しい心を養う。

	学年の重点項目　･他に学ぶ謙虚な態度を養う。　･自ら進んで奉仕する態度を養う｡　･いたわり励まし合う人間愛の精神を培う。


	月
	主題名
	資料名
	内容項目
	ねらい
	主な発問(◎は中心発問)
	関連項目
	心のノート

	4
	よりよい社会の実現
	１　「川端」のある暮らし
	４－(２)
	「川端」や水路のある暮らしを守る取り組みをもとに，望ましい社会の実現に向けて，自然保護の在り方について理解を深め，社会連帯の自覚を養う。
	○針江地区の「川端」の特長をいくつか挙げてみよう。
○「川端」や水路，水文化を守ろうとする地域の人々の取り組みにはどんなものがあるか。
◎「水も宝なら，ここで暮らす人たちも宝である。」という委員会会長の言葉には，どんな意味が込められているのだろう。
	３－(２)
４－(８)
	p.60-65
p.90-93

	
	生きていることへの感謝
	２　BIRTHDAY
	２－(６)
	日々の生活や現在の自分があるのは自己を支えてくれる人々の善意のもとにあることに気付いて感動を覚え，応える感謝の心をもつ。
	○筆者は何回もどうして「ありがとう」という言葉を用いるのだろうか。
◎筆者は受け取った手紙にどうして「やさしい」「宝物」といった言い方をするのだろうか。
○筆者はお返しに，どうして季節の花を「少し」送ります，と言うのだろう。
	２－(２)
	p.44-45

	
	伝統と文化
	３　昔と今を結ぶ糸
	４－(９)
	日本人としての自覚をもって国を愛し，受け継がれてきた伝統文化のすばらしさを理解し発展させていく態度を育てる。
	○「ぼく」はどんな気持ちから「みんながいいって言ってんだから，いいんじゃない。」と言ったのか。
○鈴木先生の話を聞いて，「ぼく」が「何かが変わったように感じていた」のはどうしてか。
◎十二神将を調べた「ぼく」が，「えもいわれぬ感動を覚えた」のはどうしてか。
○日本の伝統文化を知ることは，どんなことにつながっていくと思うか。
	４－(４)
４－(10)
	p.114-117

	5
	調和のとれた生活
	４　たまにはメール来なくてもいいかも？
	１－(１)
	健康や時間の大切さを自覚し，節度と節制に努め調和のある生活をする。
	○「わたし」の朝の状況をどう思うか。
○「学校はフツーに楽しい」と言っているのに，「うわべだけの会話だ」と感じている「わたし」の心をどう思うか。
○友達とのつながりをメールに頼って，朝から寝る前まで，このような一日を過ごす「わたし」をどう思うか。
◎「たまには，夜にまったくメールが来ない日があってもいいかな。」と考えるようになったのはどうしてなのか。
	１－(２)
２－(３)
	p.14-15
p.16-17

	
	自然の愛護
	５　白神山地
	３－(２)
	日本の優れた自然環境についての理解を通して，悠久の時間の流れを大切にしようとする心情を育てる。
	○白神山地のすばらしさは，どんなことだと思うか。
◎白神山地のブナ林は，人間にどんな恵みを与えてきたか。
○自然を守るために働いている人がいるのはどうしてか。
○白神山地のような，すばらしい財産を後世に伝えていくために，どのようなことが必要か。
	４－(９)
	p.62-65

	
	時と場にふさわしい言葉
	６　「ただいま」と「おかえりなさい」
	２－(１)
	相手に対する敬愛の気持ちを伝えるために，時と場に応じた適切な言葉遣いや態度，動作を身に付け，実践する力を養う。
	○筆者は「いってらっしゃい」と「いただきます」の違いをどのように説明しているか。
○「いただきます」や「ただいま」という言葉をなぜ大切にしなくてはならないか。
◎玄関にそろえて置いてあるスリッパや置き手紙には，どんな気持ちが込められているのだろう。
	２－(２)
２－(６)
３－(１)
	p.38-39
p.40-41

	6
	規則の意義
	７　二通の手紙
(CD)
	４－(１)
	秩序と規律ある社会を築くために，法やきまりを守る態度や課せられた義務を確実に遂行しようとする意欲を育てる。
	○元さんは，いつもと様子が違う姉の話を，どのような気持ちで聞いていたと思うか。
○閉門時刻が過ぎても現れない二人についての連絡を待つ元さんは，どのような気持ちでいたか。
○「二通の手紙」をじっくり見比べ，それぞれの手紙についてどんなことを思うか。
◎「この年になって初めて考えさせられることばかりです。」と言った元さんは，何を考えさせられたのか。
	２－(２)
４－(２)
	p.86-89

	
	生命の尊厳
	８　生きついている
	３－(１)
	生命の尊さを理解し，生命の有限さに目を向け，かけがえのない自他の生命を尊重する心情をはぐくむ。
	○いつも笑顔で話をする患者さんを見て，「わたし」はどのような気持ちになっただろうか。
○「朝，元気な声であいさつして，カーテンを開けてくれますね。僕が死ぬまで，続けてくださいね。」と言われた「わたし」は，どのような思いをいだいたのだろうか。
◎患者さんの前で号泣した翌日の朝，「わたし」はなぜ涙をこらえきれず，声が震えてしまったのだろうか。
○「生きついている」とは，どのようなことだと思うか。
	３－(３)
	p.76

	
	自分らしさを求めて
	９　わたしの生き方
	１－(５)
	他者の生き方を参考にしながら，自分の個性を伸ばし生かし，充実した生き方を求める態度を養う。
	○「将来のことでそんなに悩んでいるとは思ってもみませんでした｡」とあるが，どんなことで真紀さんは悩んでいるのか。
◎真紀さんの父親が紹介した新聞の切り抜きに「人のマネができるような器用さがなくてはだめなんです｡」とあるが，これはどういうことか。
○真紀さんは｢わたしを探すとするか｡｣と言っているが，どんなふうに探すとよいか。
	１－(２)
１－(３)
２－(５)
	p.32-33

	
	国際理解
	10　ダショー・ニシオカ
	４－(10)
	国には国の伝統に裏打ちされたよさがあることを理解し，日本人として国際協力・協調を積極的に図ろうとする態度を養う。
	○西岡さんは，どうしてブータンで農業指導を行うことを決めたのか。
○ブータンの人々は，西岡さんが熱心に説く技術をどうして受け入れないのか。
◎国王から本格的な試験農場の開設と運営を任されたとき，西岡さんはどんな気持ちだったか。
○シェムガンの開発のために，800回もの話し合いを村々で重ねた西岡さんのねばりは，どこから生まれてくるのか。
	４－(５)
	p.118-119

	7
	くじけぬ心
	11　どんなときでも自分を信じて
	１－(２)
	自分の可能性に挑戦し，希望と勇気をもって着実にやり抜く強い意志をもつ。
	○一生歩けないと宣告されたとき，畔上さんはどのような気持ちだったか。
○絶望の状態にあった畔上さんを救ったものは何か。
◎畔上さんは，なぜ車いすマラソンや車いすダンスなど多くのことに積極的に取り組んでいるのか。
○事故から12年たった今，畔上さんが人生を振り返って感じるのはどんなことか。
	３－(３)
４－(６)
	p.20-21

	
	温かい人間愛
	12　ひさの星
(CD)
	２－(２)
	人間を尊重する精神と生命に対する畏敬の念に基づいた深い思いやりについて自覚する。
	○「ひさ」は，どうして小さな子どもを黒犬からかばって傷を負ったのに，母親に本当のことを言わないのだろうか。
○「ひさ」は川に落ちた政吉を見て，どんな思いで飛び込んだのだろうか。
◎村人たちは東の空の星を見るたびに，「ひさ」のしたことで，どんなことを思い出すのだろうか。
	３－(１)
４－(10)
	p.42-45

	9
	かけがえのない郷土
	13　「稲むらの火」余話
	４－(８)
	郷土のために尽くした先人の行動に学び，地域社会の一員として郷土の発展のために尽くす心情や態度を培う。
	○「『稲むらの火』余話」を読んで，どんなことを思ったか。
○儀兵衛は村についてどのような思いをもち，そのためにどのようなことを行ったか。
◎儀兵衛の行動のもとになった揺るぎな

い気持ちとは，どんなものだったか。
○儀兵衛のとった行動から参考になることは，どんなことか。
	４－(２)
４－(９)
	p.110-113

	
	友情の尊さ
	14　坂の上のμ
	２－(３)
	真の友情は相互に変わらない信頼があって成り立つことを理解し，よりよい友達関係を築こうとする姿勢をはぐくむ。
	○四人の特徴について整理してみよう。
○野球部などに入らず，なぜ四人は草野球を選んだのだろう。
○四人は，今でも野球をしているとあるが，なぜ続けることができたのだろう。
◎本当の友達に必要なものは，どんなものだろう。
	２－(２)　
２－(４)
	p.46-49

	
	夢に向かって
	15　人生を変えた一杯のみそ汁
	１－(４)
	絶えず高い志をもち，理想の実現を目指して未来を切り拓いていこうとする姿勢を培う。
	○手づくりにこだわるおやじさんの言葉から，主人公はどんなことを感じたのだろう。
○どんな思いから主人公は思わず「少し手伝わせてくれませんか。」と言ったのだろう。
○おやじさんが機械を使わずに何百年もみそづくりを守ってきた本当の意味とは，どのようなものだったのだろう。
◎主人公をみそづくりに駆り立てたものは何だったのだろう。
	４－(９)
	p.26-29

	
	人間の弱さと強さ
	16　挫折から希望へ
	３－(３)
	人間のもつ弱さを認めつつも，その克服に努力し，よりよい生き方を希求しようとする強い態度を養う。
	○筆者は，どうして“天才少女”と呼ばれることに反発したのか。
○筆者は，どうして「死んでしまいたい」とまで思い悩んだのか。
○筆者は，父親の言葉をどんな思いで聞いていたか。
◎筆者が言った「ありがとうございます。」には，どんな「多くの意味」がこめられているか。
○人生の中で挫折を味わったとき，人間はどのような気持ちでそれに立ち向かっていけばよいか。
	２－(２)
２－(６)
	p.26-29
p.36-37
p.70-71
p.73

	10
	真の人類愛
	17　命のトランジットビザ
(CD)
	４－(10)
	世界の中の日本人としての自覚をもち，国際的視野に立って，世界の平和と人類の幸福に貢献しようとする態度をはぐくむ。
	○「眠れぬ夜を過ごした」とあるが，杉原さんはなぜ眠れなかったのか。
◎杉原さんは，ビザを書くと決心したとき，どのようなことを考えたか。
○「許してください。」と言った杉原さんは，どのような気持ちだったか。
	２－(２)　
３－(１)
４－(３)
	p.118-121

	
	生きぬく命
	18　エリカ ―奇跡のいのち―
	３－(１)
	生命の尊さを理解し，かけがえのない自他の生命を尊重する態度を養う。
	○すべてを奪われ，家族の命すら危ない状況下で，両親はどのような思いで子どもの世話をしていたと思うか。
○両親は，どのような思いから大切な子どもを汽車から放り投げたのか。
◎「わたし」は，自らの両親，今の家族についてどんな思いでいるか。
○生命を輝かせるためには，どのようにしていけばよいか。
	４－(６)
	p.66-69
p.74-77

	
	規律ある社会
	19　空虚な問答
	４－(４)
	社会生活を営む上での望ましい行動について考えさせ，自覚と節度のある生活態度，他者への配慮，思いやりの心情を培う。
	○新聞記事を読んで，どんな感想をもったか。
○男の子たち，中年男性それぞれの思いは，どんなものだったか。
◎男の子たち役(Ａ)中年男性役(Ｂ)になり，即興でやりとり(会話)をする。やってどんな感じがしたか。
○出来事を見ていた記者について，どんな感想をもったか。
○たくさんの人がいる中で，社会の一員として，どんな自覚や行動が求められていると思うか。
	１－(３)
２－(１)
４－(２)
	p.24
p.38-39
p.78-79
p.90

	
	好きになること
	20　明日こそ
(CD)
	２－(４)
	男女は互いに信頼と敬愛の念をはぐくみながら自己の成長を確かめ，異性についての正しい理解を深めようとする態度を育てる。
	○花沢舞に「惜しかったね」と声をかけられた伸一はどんな気分だっただろうか。
○親友二人に「おーい，伸一」と声をかけられた伸一は，どんな気分だっただろうか。
◎親友から「釣りなんて，あさってでもいいじゃん。ね，明日は，舟を取り返しにいこうよ」と言われた伸一の気持ちを考えてみよう。
○足元に転がる釣りざおを見下ろしながら伸一は，どんなことを考えたのだろう。
	２－(２)
	p.50-53

	11
	働く尊さ
	21　天職って，なんだろう
	４－(５)
	勤労の尊さや意義の理解を通して，職業についての正しい考え方を身に付け，公共の福祉と社会の発展に努める意欲を育てる。
	○敏子はなぜ，一人だけ取り残されたような気持ちになったか。
◎敏子は，新井さんの仕事に対する考え方や彼女の生き方のどんなところに心を動かされたのだと思うか。
○敏子が，進路について「まず踏み出してみよう」と思えるようになったのはどうしてか。
	２－(２)
２－(５)
	p.98-101

	
	父への思い
	22　忘れられぬ一言
	４－(６)
	家族の思いを感じ取り，家族の一員としての自覚と責任をもつとともに，充実した家庭生活を築く態度を培う。
	○「わたし」は友だちの家で謝らされたとき，どんな気持ちだったか。
◎父の言葉を聞いた後，「わたし」がおえつしたのはどうしてか。
○「父」の声も涙でかすれていたのは，なぜか。
	２－(２)
３－(３)
	p.102-105

	
	自律の心
	23　もうちょっと自信をもって　もうちょっと謙虚になって
	１－(３)
	主体的に考え，判断し，物事に誠実にかかわる姿勢を培い，自律的な生き方をする。
	○「ピーナッツ」の登場人物を見て，各々の個性（キャラクター）について発表する。
◎「チャーリー・ブラウンよりちょっと自信をもって，ルーシー・ヴァンペルトよりちょっと謙虚さをもって」と，筆者が思うのはなぜだろう。
○グループごとに意見を発表し合い，話し合いを通じて感じたことをワークシートに書く。
	２－(５)
４－(２)
	p.22-25

	
	強い意志
	24　三原山噴火・十三時間のドラマ
(CD)
	１－(２)
	より高い目標をめざし，希望と勇気をもってねばり強く最後まで着実にやり抜く強い意志と態度を育てる。
	○発電所の所員である前田さんは，どんな思いで熱さに耐えながらボルトを締めたのか。
○噴火のために島が最悪の事態に陥ろうとしていたのにもかかわらず，前田さんはなぜ島に残ることを決意したのか。
◎全島民が避難した後も，最後まで発電所を守り続けた前田さんの心を支えていたものは何か。
	４－(６)
	p.18-21

	12
	社会のために
	25　ぼくの夢
	４－(３)
	だれに対しても公正・公平に接し，社会連帯の精神をもって，よりよい社会を築く態度を養う。
	○同級生に両親のことを「耳が聞こえないから何もできないんだろう。」と言われたとき，「ぼく」はどんな気持ちだったか。
○父が手話で語った言葉を聞いて，「ぼく」はどんなことを考えたか。
○知人のおばさん夫婦を助けたとき，「ぼく」はどんなことを感じたか。
◎「ぼく」は，なぜ手話通訳者になりたいと思ったのか。
	２－(２)
４－(６)
	p.94-97

	
	規範意識
	26「その人の自由」ってなに
	４－(１)
	法やきまりの意義を理解し，規範意識をもち，自ら正しく判断して守ろうとする態度を育てる。
	○３つの質問について，それぞれどう思うか。
○筆者は「規範意識」とはどんなものだと言っているか。 
◎規範意識が曖昧にされたら，どんなことが起こるか。
	１－(３)
３－(１)
４－(２)
４－(３)
	p.86-89

	
	真のやさしさ
	27　ぼくは伴走者
	２－(２)
	真のやさしさとは，信頼関係の上に立って，時には苦言を呈してでも，相手のために真剣に行動することであることに気付かせる。
	○ひろしはどんな人か。
○二人の友情を示す部分はどこか。
○前問からわかるのは，どのようなことか。
◎次の２つの場合の「ぼく」の思い，ひろしの思い，二人の関係，安全面について考える。
Ａ「ぼく」がひろしを介助したとき　　Ｂ「ぼく」がひろしを介助しなかったとき
○あなたならどうするか。
	２－(３)
	p.42-45
p.46-49

	1
	謙虚な心で
	28　「関係ない」ということば
	２－(５)
	他の人の存在とそのよさを認め，相手の考えや立場を理解しながら，謙虚な心で他の人と接する態度を養う。
	○筆者は，「だれの世話にもならずに生きている／だれにも迷惑をかけたことがない／自分一人で生きてきた／などと，大きな口はきけないもの」と言っているが，どんな思いでこう言ったか。
◎筆者はさらに，「だれに対しても，頭を下げたくなるほど，謙そんな思いで生きなければならないものだ」とも言っているが，どのような気持ちからこのように言ったのか。
○人と人とのかかわりを強く感じた経験を振り返り，これからどのように生きていけばよいと思うか。
	３－(３)
	p.56-57

	
	ボランティアへの参加
	29　がれきの山，白一色
(CD)
	４－(５)
	ボランティアとは何かを自覚させ，奉仕の精神をもって，社会に対する貢献と公共の福祉に努める態度を養う。
	○「わたし」は，阪神淡路大震災当時のボランティアのことを父からどのように聞かされていたのか。
○「わたし」は中越地震後，どのような思いで過ごしていたか。
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